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心を満 たす  
お腹を満たすだけでなく、

戸牛牧場では、牛を育てる以外にも

精魂込めて作っているものがあります。

牛を育て販売するうえで切りはなせない“牛糞”の

存在。これを、いかに良質な堆肥へと発酵させ

るかにも力を注いでいるのです。そうすることが、

資源の有効活用や地球環境への配慮、そし

て何よりも、地域の人たちとの交流にもつながる

からです。

私たちが今日食べた野菜、それは実は、神戸

牛牧場の堆肥で育てられたものかもしれません。

今号は、そんな野菜を育てている農家さん3名を

取材しました。私たちは、肉を“食べる”という

関係だけでなく、うしぼくと、そして牛と、つながっ

ていることだってあるのです。

神
戸
の
堆
肥
で
、

神
戸
の
野
菜
を
つ
く
る

　
「
ぼ
く
た
ち
は
、農
薬
や
化
学
肥
料
を
使

わ
な
い
農
業
を
し
て
い
る
の
で
、堆
肥
の
存
在

は
と
て
も
大
き
い
で
す
。な
の
で
、そ
の
質
に
も

こ
だ
わ
り
た
い
。神
戸
の
土
地
で
、神
戸
産
の

堆
肥
を
使
っ
て
野
菜
を
育
て
て
、神
戸
の
子

ど
も
た
ち
が
食
べ
る
、そ
う
や
っ
て
地
域
が
循

環
す
る
の
っ
て
い
い
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
」。そ

う
語
る
の
は
、と
も
に
神
戸
市
西
区
で
農
業

を
営
ん
で
約
四
年
に
な
る
、西
区
神
出
町

な
ち
ゅ
ら
す
ふ
ぁ
ー
む
の
石
野
武（
い
さ
む
）

さ
ん
と
西
区
押
部
谷
町fresco,fresco

の

丸
山
倫
寛
さ
ん
で
す
。

　

石
野
さ
ん
は
、「
う
し
ぼ
く
さ
ん
の
堆
肥
は

熟
成
し
て
い
る
し
、有
機
J
A
S
認
証
を
取

得
す
る
条
件
に
も
見
合
っ
て
い
る
の
で
」と
、使

用
し
て
い
る
理
由
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
生
の
堆
肥
は
に
お
い
も
す
ご
い
し
、野
菜
が
生

育
不
足
に
な
り
や
す
い
ん
で
す
。堆
肥
を
使
わ

ず
に
栽
培
し
て
い
た
と
き
と
比
べ
る
と
、色
ツ
ヤ

が
全
然
違
い
ま
す
よ
。野
菜
が
元
気
な
ん
で

す
」と
、大
ら
か
な
笑
顔
で
語
る
丸
山
さ
ん
。加

え
て
、「
注
文
す
る
と
す
ぐ
に
配
達
し
て
く
れ

る
の
が
助
か
り
ま
す
。配
達
担
当
の
方
の
運
転

テ
ク
ニッ
ク
と
い
う
か
、堆
肥
が
下
ろ
し
に
く
い

場
所
な
の
に
何
と
か
し
て
や
ろ
う
、と
い
う
心

意
気
に
感
動
し
ま
す
。堆
肥
の
扱
い
方
も
教
え

て
く
れ
て
。神
対
応
で
す（
笑
）」。「
ベ
テ
ラ
ン
な

ん
で
ね
」と
、神
戸
牛
牧
場
社
長
・
池
内
さ
ん
。

　

丸
山
さ
ん
は
神
戸
の
保
育
園
児
の
収
穫

体
験
を
受
け
入
れ
て
お
り
、石
野
さ
ん
は
子
ど

も
た
ち
と
の
野
菜
づ
く
り
体
験
の
場
で
、「
こ

の
肥
料
は
神
戸
の
牛
の
糞
で
ね…

」と
、堆
肥

レ
ク
チ
ャ
ー
も
し
た
の
だ
と
か
。「
牧
場
見
学
を

し
た
あ
と
、畑
で
堆
肥
を
使
っ
た
野
菜
づ
く
り

体
験
を
し
て…

、な
ん
て
い
う
ツ
ア
ー
を
企
画

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
〜
」と
、地
元
ト
ー
ク
は

尽
き
ま
せ
ん
。

神

石野武

丸山倫寛



お二人ともEAT LOCAL KOBEファーマーズマーケットでの

出店や市内の個別配達のほか、西区の有機農家グループ

『ビオクリエイターズ』のメンバーとして定期購入での販売も行う。

石野さんは、ラディッシュを中心に、子どもが食べ

やすい品種、こどもピーマンやミニきゅうりなども

育てる。

丸山さんが農業を志すきっかけとなったトマト『牛

の心臓』。ポルトガルの市場で、厚切りにソテーさ

れたそれをオリーブオイルと塩だけで食べて、「と

にかくおいしくて感動して。これを作りたい！と思っ

て農業をはじめたんです」。傷みやすい品種なの

で育てるのが難しく、「今は予約制で、顧客のみ

の販売」なんだそう。

神
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神
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く
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る
の
で
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の
存
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は
と
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も
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で
す
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の
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の
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に
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の
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地
で
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戸
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の
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を
使
っ
て
野
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を
育
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の
子

ど
も
た
ち
が
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べ
る
、そ
う
や
っ
て
地
域
が
循

環
す
る
の
っ
て
い
い
な
、と
思
っ
て
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ま
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の
は
、と
も
に
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で
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と
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丸
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寛
さ
ん
で
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。

　

石
野
さ
ん
は
、「
う
し
ぼ
く
さ
ん
の
堆
肥
は

熟
成
し
て
い
る
し
、有
機
J
A
S
認
証
を
取

得
す
る
条
件
に
も
見
合
っ
て
い
る
の
で
」と
、使

用
し
て
い
る
理
由
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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生
の
堆
肥
は
に
お
い
も
す
ご
い
し
、野
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が
生
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不
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や
す
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で
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使
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ず
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し
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た
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き
と
比
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る
と
、色
ツ
ヤ

が
全
然
違
い
ま
す
よ
。野
菜
が
元
気
な
ん
で

す
」と
、大
ら
か
な
笑
顔
で
語
る
丸
山
さ
ん
。加

え
て
、「
注
文
す
る
と
す
ぐ
に
配
達
し
て
く
れ

る
の
が
助
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り
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す
。配
達
担
当
の
方
の
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転

テ
ク
ニッ
ク
と
い
う
か
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が
下
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に
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に
何
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う
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テ
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ン
な

ん
で
ね
」と
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社
長
・
池
内
さ
ん
。
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山
さ
ん
は
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戸
の
保
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園
児
の
収
穫

体
験
を
受
け
入
れ
て
お
り
、石
野
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は
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ど

も
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ち
と
の
野
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づ
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り
体
験
の
場
で
、「
こ

の
肥
料
は
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戸
の
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の
糞
で
ね…

」と
、堆
肥

レ
ク
チ
ャ
ー
も
し
た
の
だ
と
か
。「
牧
場
見
学
を

し
た
あ
と
、畑
で
堆
肥
を
使
っ
た
野
菜
づ
く
り

体
験
を
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、な
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て
い
う
ツ
ア
ー
を
企
画

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
〜
」と
、地
元
ト
ー
ク
は

尽
き
ま
せ
ん
。
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て
サ
ラ
サ
ラ
し
て
い
る
の
で
運
び
や
す
い
と
言

い
ま
す
。「
作
業
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト
さ
ん
が
、

〝
今
日
は
う
し
ぼ
く
の
で
す
ね
。軽
い
な
、ラ
ッ

キ
ー
！
〞な
ん
て
言
う
ん
で
す
よ
」、と
笑
い
ま

す
。「
野
菜
が
素
直
に
育
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。ふ
か
ふ
か
の
土
壌
で
野
菜
が
喜
ん
で
い

る
な
ぁ
、と
」。堆
肥
の
種
類
や
量
な
ど
で
野

菜
の
味
は
左
右
さ
れ
ま
す
。「
う
し
ぼ
く
の
堆

肥
は
質
が
安
定
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

ず
っ
と
長
い
こ
と
使
い
続
け
ら
れ
る
ん
で
す
」。

神
戸
野
菜
も『
六
甲
牛
』も
、

伝
え
運
ぶ

　

ヤ
ス
オ
農
園
の
メ
イ
ン
作
物
は
、『
王
様
ト
マ

ト
』と
い
う
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
。そ
の
品
種
の
温

室
栽
培
だ
け
で1000
㎡
を
超
え
、こ
の
辺
り

で
は
大
き
な
農
家
さ
ん
で
す
。神
戸
牛
牧
場

お腹を満たすだけでなく、心を満たす 

の
堆
肥
で
栽
培
す
る
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
原
種

『
神
戸
き
て
菜
』は
、ほ
か
農
園
で
は
ほ
ぼ
栽

培
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と
か
。「
も
と
は
中
国
野

菜
で
す
が
、お
客
さ
ん
に〝
神
戸
の
堆
肥
を

使
っ
て
作
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
〞と
話
を
し
た

ら
、〝
ま
さ
に
神
戸
野
菜
だ
〞、と
喜
ん
で
く
れ

ま
す
」。お
客
さ
ん
は
マル
シ
ェ
販
売
の
ほ
か
、三

宮
の
レス
ト
ラ
ン
や
個
人
宅
へ
の
配
達
も
多
い
。

そ
の
な
か
で「
地
元
の
お
い
し
い
お
肉
も
持
っ
て

き
て
ほ
し
い
」と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
の
要
望

が
あ
り
、五
年
ほ
ど
前
か
ら
野
菜
と
一
緒
に

『
六
甲
牛
』も
配
達
し
て
い
ま
す
。「
い
や
ぁ
、ほ

ん
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
池
内
社
長
。

「
う
し
ぼ
く
さ
ん
と
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係

が
築
け
る
の
は
、あ
り
が
た
い
で
す
」と
は
に
か

む
安
尾
さ
ん
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域
と
つ
な
が

り
、次
代
へ
と
農
業
を
つ
な
い
で
ゆ
き
ま
す
。

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、

ず
っ
と
そ
ば
に
あ
る

　
「
ぼ
く
は
う
し
ぼ
く
の
堆
肥
で
作
っ
た
野
菜

を
食
べ
て
育
っ
た
ん
で
す
」と
話
す
の
は
、西
区

岩
岡
町
の
ヤ
ス
オ
農
園
六
代
目
の
安
尾
憲
太

郎
さ
ん
。江
戸
〜
明
治
期
に
山
を
開
拓
し
て

農
業
を
は
じ
め
た
歴
史
あ
る
農
家
さ
ん
で

す
。神
戸
牛
牧
場
の
堆
肥
は
お
父
様
の
代
か

ら
使
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。い
ま
は
バ
ー
ク
堆
肥

（
樹
木
の
皮
が
原
料
）な
ど
も
併
せ
て
三
種
類

を
使
用
。栄
養
分
の
補
給
に
は
動
物
性
の
堆

肥
、腐
植
土
を
高
め
る
に
は
植
物
性
と
いっ
た

ふ
う
に
使
い
分
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

神
戸
牛
牧
場
の
堆
肥
は
水
分
が
少
な
く

農業高校や大学の農学部で学びを深め、卒業後に

実家にて就農し約20年。以前は広大な農園を奥様

と二人で切り盛りしていたが、いまは社員やパートさん

を抱え、就農希望者の受け入れも行う。

よっぽど居心地がいいのか、作業場兼事務所

では、ツバメがいくつも巣を作っている。

ハウスの一角に置かれた堆肥を前に、安尾

さんが突如、「さぁこれは、うしぼくさんの堆肥

でしょうか？」と出題。池内社長はすかさず、

「うちのでしょう。え、けど、これ最近の堆肥？」。

「さすが！ 1年前のですよ」と笑う安尾さん。

安尾憲太郎



生 活を満 たす
お腹を満たすだけでなく、
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TaLK メンバー

堆肥を自分のトラックで取りにくる農

家さんも多く、「今後はオリジナルの

堆肥袋を作ったり、お客さんが買い

やすい場所で販売したり……」な

ど、需要に応えるべく構想は続く。

池内 洋三さん

堆舎ができた40年くらい前に入社。

肥育も行い、今は切り返しの長

（おさ）。「牛を売るなら、育てることから

堆肥づくりまでやってこそ」と柔らかい

口調で語る。

平岡 義康さん

牛飼い

配送も担当。神戸市内以外に明石

市、三木市、稲美町などにも堆肥を

運ぶ。「注文から配送まで日数のかか

るところが多いけど、うちはすぐ行くよ。

今日言われたら今日にでも、喜んで！」。

髙尾 隆さん

牛飼い

まとめ（ 編 集 部 コメント）

illustration : Koki Kimura

堆肥とは、枯草などの植物や家畜の糞などが微生物によって分解され、

発酵した肥料のこと。土壌を改善し、おいしい作物を実らせるお手伝いをします。

うしぼくでは、牛たちのうんちで堆肥をつくり、

神戸を中心とした近隣農家などへ販売しています。

実は知らないうちに、うしぼくの堆肥で育った野菜や米などを

食べているかもしれません。

そこで！ 三回目となる今回は、肉トークならぬ“堆肥トーク”！

堆肥づくりのプロに、お話を聞いてきました。

ひと山120トンほどもある堆肥を混ぜたり、移し替えたりして作るなんて、

その重労働にびっくり ！ 牛を育てるだけじゃなく、使う農家さんや

業者さんのことを考えた堆肥づくりにも真剣勝負でした。

ぼくスタ
ッフに

よる

TAIHI

平岡さん（以下、平）　ここで、水分の多いものと少ないものを

ショベルカーで混ぜ合わせて、水分調整をする。今はすくったときに

何トンか重さが出るホイルローダー（タイヤショベル）を使うから、だい

たい水分量の目安が分かるんよ。昔は完全に勘でやってたわ。

髙尾さん（以下、髙）　水分が多いと、サラサラのよい堆肥にな

らへん。この状態はにおいがキツイやろ。まぁ、俺らはある程度、麻

痺してきてるけどね。

池内さん（以下、池）　この匂いには、全然慣れへん ！

もやもや湯気の正体

平　ブロワーという空気を入れるパイプが下に設置してあって、そこ

から風を送って、発酵しやすい状態にしてるねん。一カ所に置きっぱ

なしにしたら発酵が進みにくい。だから、切り返しをして空気の通り道

を作ってる。

池　切り返しって分かる ？ 一般的には攪拌するとか、移すとか言

うかな。でも僕らは“切り返し”やな。もくもく、白い湯気が見えるでしょ。

発酵している証拠、熱いよ。70度くらいはあるかな。

髙　茹で卵作れるんちゃうかぁ。手入れたらやけどするけどね。

水分の見極めが肝心01
堆肥づくり

02
堆肥づくり

よい堆肥には“切り返し”を何度も

髙　これくらいの高さにしたら空気が通りやすくなるねん。発酵が

進んだら横に移す、というのを繰り返して、2カ月半くらいで販売で

きる状態の堆肥になる。西区だけでも200～300件くらいの農家さ

んが使ってくれてるかなぁ。配送のときに「うしぼくの堆肥を使い出

して、野菜がおいしくなった」って言われるとやっぱり嬉しいわ。

平　ほら見て、この段階になると、サラサラした粒になってるやろ。

切り返しが多いほど細かくなるねん。塊が多いと農家さんも使いに

くいしな。

池　堆肥の表面の15cmくらいが白くなってきたら、いい具合に

発酵しているってこと。糞尿のアンモニア臭もなくなって、堆肥の匂

いに変わるんよ。

1週間ごとに隣の山へ移して、

堆肥づくりに一番条件の

いい高さ、3mくらいに積み上げます。

TAIHI
第
三

うしぼく
スタッフに

よる

03
堆肥づくり

1週間くらい寝かせたあと、

隣の山へ移します。

牛のベッドであるおがくずが汚れてきたら、

ダンプカーで堆舎に運びこみます。
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神戸北野にたたずむ薪焼き料理のレストラン。Respect the Roots-根源を敬う-をコンセ

プトに、食材のルーツと生産者との対話を大切にしながら、素材の個性を生かしたメニュー

を創る。2017年のオープン以来、哲学的とも評される料理は食べるものを魅了する。

神戸市中央区中山手通1－22－13 ヒルサイドテラス2F　☎078-862-6674

erre -エッレ-

真
摯
に
愛
さ
れ
て

　
　
　

育
っ
た
六
甲
牛

うしぼくの肉に惚れ、

料理に仕立てるシェフたちの声を紹介するコーナー。

選んだ理由や料理のこだわりポイントなどを

語っていただきます。

今回は、『リストランテ erre』の

オーナーシェフ濱部隆章さんに

『六甲牛』の魅力についてうかがいました。

06

Interview

三宮

薪
と
炎
が
引
き
出
す
ワ
イ
ル
ド
味

　
『
六
甲
牛
』を
食
べ
た
と
き
、丁
寧
に
育
て
ら
れ
た
肉

だ
な
と
い
う
印
象
と
、「
薪
で
焼
い
た
ら
お
い
し
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
」と
直
感
的
に
思
い
ま
し
た
。和
牛
と
ア
ン

ガ
ス
牛
の
か
け
あ
わ
せ
で
、赤
身
が
し
っ
か
り
し
つ
つ
、サ

シ
も
ほ
ど
よ
く
入
っ
て
い
ま
す
し
。実
際
に
焼
い
て
み
る

と
、や
っ
ぱ
り
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
、旨
い
。薪
で
焼
く
と
、肉

の
内
側
か
ら
本
来
の
味
や
旨
み
が
助
長
さ
れ
る
ん
で

す
。『
六
甲
牛
』の
場
合
は
一
層
ワ
イ
ル
ド
な
感
じ
に
。肉

の
水
分
を
保
ち
な
が
ら
余
分
な
油
を
落
と
し
、薪
が

持
つ
水
分
を
肉
に
ま
と
わ
せ
る
。だ
か
ら
、ぱ
さ
ぱ
さ
と

乾
燥
せ
ず
、旨
み
を
ぎ
ゅ
っ
と
閉
じ
込
め
ま
す
。肉
の
表

面
は
が
り
っ
と
香
ば
し
く
、で
も
中
は
レ
ア
で
柔
ら
か
い
。

ク
ヌ
ギ
と
楢
の
熾
火
で
焼
い
て
、最
後
に
神
戸
市
西
区

の
カ
ベル
ネ
・ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
の
枝
で
ほ
ん
の
り
ぶ
ど
う
の

香
り
を
つ
け
ま
す
。ワ
イ
ル
ド
な
肉
に
繊
細
な
ぶ
ど
う
の

香
り
、結
構
相
性
が
い
い
ん
で
す
。

肉
職
人
の
技
と
心
意
気
に
惚
れ
た

　
肉
の
お
い
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、取
り
引
き
を

決
め
た
の
は
、御
影
店
の
肉
職
人
、柿
本
さ
ん
の
存
在

が
大
き
い
。肉
は
店
に
配
送
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き

る
ん
で
す
が
、私
は
直
接
取
り
に
行
っ
て
い
ま
す
。柿
本

さ
ん
と
直
接
会
っ
て
、い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
い
か
ら
。そ
れ

で
ね
、僕
が
店
を
訪
れ
た
と
き
に
柿
本
さ
ん
の
手
元
を

見
て
い
る
と
、い
つ
も
も
の
す
ご
く
き
れ
い
な
ん
で
す
。肉

の
入
っ
た
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
も
し
か
り
、包
丁
も
エ
プ
ロ
ン
も
。

常
に
清
潔
感
が
あ
る
。あ
と
、こ
れ
は
私
の
推
測
で
す

け
ど
、仕
事
着
の
腕
を
ま
く
る
回
数
も
い
つ
も
一
緒
じ
ゃ

な
い
か
な
。弛
ん
だ
り
せ
ず
、ピ
シ
っ
と
。い
つ
も
最
高
の

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
キ
ー
プ
し
て
仕
事
が
で
き
る
の
は
、肉

に
も
、職
人
と
し
て
の
仕
事
に
も
、愛
情
と
誇
り
を
持
っ

て
い
る
か
ら
な
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

エッレ
濱部隆章
オーナーシェフ

今日のシェフ

肉にあわせる野菜は、旬のものを神戸市や兵庫県の農家さんから

送ってもらっています。野菜にかける想いが深い方ばかりです。農薬

がどうとかではなくて、“深い愛情で育てている”生産者さんに惹か

れます。手にしたとき、食べたときの食材から発するエネルギーというか、

表情を強く感じるんです。クリエイティブ脳が刺激されます。

できれば、今後はもっと神戸の肉や野菜で料理をしたい。地元の生

産者と小さな私たちがつながって、“神戸のいま”を発信していけたら。

それが、神戸でお店をやっている意義なのかなと考えています。

Chef’s point
食材えらびの視点  そこに愛があるから

お腹を満たすだけでなく、生活を満たす
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うしんちく
まとめ

遡ること 約8000 年、人間の家畜となった牛は食料や労働力、さらには肥料や衣料など
様 な々恩恵をもたらしてくれた。もし人類が牛を家畜として伴侶に持たなかったなら、
人類文化の発展は確実に 500 年以上遅れたであろうとさえ言われているよ。（諸説あり）

イラスト：makomo
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うしんちく
まとめ

遡ること 約8000 年、人間の家畜となった牛は食料や労働力、さらには肥料や衣料など
様 な々恩恵をもたらしてくれた。もし人類が牛を家畜として伴侶に持たなかったなら、

好奇心を満たす
お腹を満たすだけでなく、



I NFORMATION
育
っ
た
ま
ち
の
大
気
汚
染
が
ひ
ど
かっ

た
せ
い
か
、中
学
生
の
頃
く
ら
い
に

「
将
来
は
空
気
が
綺
麗
な
と
こ
ろ
で

働
き
た
い
」と
思
い
、牧
場
へ
の
就
職

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。う
し

ぼ
く
で
の
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
は

面
接
の
日
の
こ
と
。場
所
を
間
違
え

て
隣
の
高
尾
牧
場
に
行
っ
て
し
ま
っ

て
…
。「
迎
え
に
行
き
ま
す
よ
」と
電

話
で
言
っ
て
も
ら
っ
た
の
を
な
ぜ
か

断
っ
て
歩
き
ま
し
た
。高
尾
牧
場
か

ら
神
戸
牛
牧
場
は
や
や
距
離
が
あ
っ

た
ん
で
す
が
。道
中
は
不
安
な
気
持

ち
で
いっ
ぱ
い
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。現
在
は
牛
の
出
荷
や
引
っ
越
し

準
備
、他
に
も
牛
の
風
邪
の
治
療
や

ス
ト
レス
軽
減
の
た
め
の
対
策
を
担
当

し
て
い
ま
す
。神
戸
牛
牧
場
は
駐
車

場
か
ら
の
眺
め
が
最
高
で
、牛
の
見

回
り
を
す
る
夜
10
時
頃
に
は
明
石
海

峡
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
見
え
る
ん

で
す
よ
。今
後
は
、牛
の
肉
質
の
向
上

や
牛
の
病
気
の
発
見
に
A
I
が
活
用

で
き
な
い
か
、探
って
い
き
た
い
で
す
ね
。
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〒658-0048
神戸市東灘区御影郡家1-14-8
営業時間：10：00～18：00
定休日：なし（年始は除く）
駐車場：27台
TEL：078-842-4129

https://www.kobe-ushi.jp/shop/mikage.html

〒651-2235
神戸市西区櫨谷町長谷334-1
営業時間：9：30～17：30
　　　　 （※2020年6月1日～当面の間）
定休日：なし（年始は除く）
駐車場：66台（JA兵庫六甲櫨谷支店含む）
TEL：078-990-4129
https://www.kobe-ushi.jp/shop/marche.html

牧
場
便
り

編集後記

NEWS

S
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マチマルシェ御影店マルシェ六甲店

『神戸から、牛とある暮らし。』を改めて考え直した今号。
表紙写真には牛の写真を使わず、山ほど積み上がった堆
肥の写真に。「牛を育てることは、堆肥をつくるところまで」
と堆肥取材中の平岡さんの言葉が印象的でした。そして
メインの特集は、西区の農家さんへの取材。農家さんにお
話を聞いていても滲み出る、うしぼくの皆さんの人柄の良
さ。こうして、うしぼくは地域と持ちつ持たれつ、地元神戸
を作ってきたんだと、感じた号になりました。

牛
飼
い
た
ち
が
毎
月
特
集
を
組
み
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
更

新
中
。牛
飼
い
の
目
線
で
の
、牛
た
ち
の
写
真
や
牧
場
の

日
常
の
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。ス
ト
ー
リ
ー
ズ
で
は

迫
力
あ
る
牛
た
ち
の
姿
も
公
開
。ぜ
ひ
チ
ェッ
ク
く
だ
さ
い
。

笑顔が素敵な斎藤さん
（写真中央）

斎藤健一さん

株式会社 神戸牛牧場
副場長

https://www.facebook.com/ushiboku/
https://www.instagram.com/ushiboku/

SNS

SHOP
WEBサイト

う
し
ぼ
く
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

更
新
中
！

う
し
ぼ
く
の
堆
肥
販
売

InstagramFacebook

神
戸
牛
牧
場
で
は
良
質
な『
発
酵
牛
糞
堆
肥
』を
、
直
売
な
ら
で
は
の
お
求
め
や
す
い
価
格
で

販
売
し
て
い
ま
す
。牛
糞
堆
肥
は
、肥
料
成
分
の
補
給
と
と
も
に
、土
壌
の
通
気
性
・
保
水
性
を
良
好

に
し
、土
壌
の
微
生
物
や
小
動
物
と
協
力
し
て
肥
沃
な
土
を
つ
く
る
の
で
、農
家
の
方
に
も
好
評
。

バ
ラ
売
り
・
袋
売
り
か
ら
選
択
で
き
、受
け
取
り
方
法
も
配
送
か
引
き
取
り
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Webサイトは
こちらから

STORIES
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詳しくは神戸牛牧場までお問合せください。

神戸牛牧場　TEL：078-991-0171
https://www.kobe-ushi.jp/about/csr/sale

販売方法うしぼくの堆肥

・配送の場合
  2 トン｜4,000円～

※神戸市内への配送は無料

バラ売り

・引き取りの場合
 軽トラ｜1,000円/1台～

（税込み） （税込み）

1袋（40ℓ）｜250円

袋売り（詰め放題）

※初回は袋代を含む
（税込み）

○ 主要な成分の含有量： 窒素…1.29%、リン酸…1.52%、
　　　　　　　　　　　カリ…1.39%、炭素率…14%、水分…54.09%
　（財団法人 日本肥糧検定協会 R2.4.2分析）
○ 堆肥の原料：牛糞、おがくず、豚尿、もみがら
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